
 

植物の活力を高めて病気に強い体を作ります！ 
 
試験研究計画名： 持続可能な農業生産のための新たな総合的植物保護技術の開発 

研究代表機関名： 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

 

背景とねらい： 
近年、ヒトの免疫と同様に、植物も類似した免疫機構を有することが明らかになって

きています。植物自身が備えている病気に対するこうした“抵抗力”を強化することで

病気にかかりにくくなり、病害による生産量損失の抑制と、従来の殺菌性農薬の使用量

の大幅な削減が期待されています。また、これにより、環境への負荷を軽減しつつ、植

物を通した循環型社会の構築が期待できます。 
 

特長と効果： 
これまでに様々な資材に植物の活力を高めて病気にかかりにくい植物体を作る効果

が知られていますが、私たちはさらに、肥料の構成要素や、食品・サプリメント由来

の資材、アミノ酸、食品製造過程で産出される副生物などを中心に成分を検討し、新

規の“植物活力剤”を開発しました（図１）。この新規植物活力剤をイチゴ（品種：女

峰）に葉面散布した 3日後にイチゴ炭疽病菌を接種しても、イチゴは健全なままでした

（図２）。 

イチゴに紫外線(UV-B)を照射すると、植物の病気に対する抵抗性が活性化され、うど

んこ病などの発生が抑制されます。私たちは、新規植物活力剤の散布と UV-B照射を併

用することで、健全なイチゴの割合が高くなり、農薬の使用量を減らせることも明らか

にしました（図３）。 

 

 

図１  植物活力剤について      図２  植物活力剤の効果  

 

 

図３  UV-B照射と植物活力剤を併用    図４  植物活力剤による発根促進 

 

植物活力剤を散布した親株から切り離した挿し苗では、発根が促進され、活着が早く

なる現象も見られました（図４）。 

このように植物活力剤をイチゴに散布することで、イチゴの生育に必要な成分を補う

ことができ､健全な生育を助け、活力を高めた植物体を作ります。本成果により、減農

薬または無農薬栽培を促進し高付加価値化によるブランドイチゴの生産に貢献します。 

 
社会実装の対象と可能性： 
植物活力剤は、植物に必要な微量要素やアミノ酸などをほどよく配合した資材です。

植物に必要な成分を補うことで、健全な生育を助け、活力を高めた植物体を作ります。

本剤は、片倉コープアグリ株式会社から全国で販売を予定しています。本剤は、作物全

般に使用できます。 
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